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時
代
と
と
も
に
機
能
を
集
積
し
て

き
た
﹁
中
心
市
街
地
﹂

　

帯
広
市
の
中
心
市
街
地
の
形
成
は
、

明
治
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
25
年
に
市
街
地
を
碁
盤
の
目
状

に
す
る
区
画
割
り
が
始
ま
り
、
明
治
38

年
に
は
帯
広
・
釧
路
間
の
鉄
道
が
開
通

し
ま
し
た
。
以
来
、
中
心
市
街
地
は
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
人
々
の

暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
集
積
し
な
が

ら
、
そ
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
る
と
、
鉄
道
高
架
事
業
や

駅
周
辺
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
鉄
道

で
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
た
中
心
部
が

一
体
化
さ
れ
、
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

駅
南
側
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
と
か

ち
プ
ラ
ザ
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
ほ
か
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
が
集
積

し
、
新
た
な
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
前
に
並

ぶ
ホ
テ
ル
、
図
書
館
、
金
融
機
関
は
レ

ン
ガ
造
り
の
外
観
に
統
一
さ
れ
て
い
て
、

隣
接
す
る
と
か
ち
プ
ラ
ザ
横
の
広
々
と

し
た
芝
生
と
相
ま
っ
て
、
安
ら
ぎ
の
あ

る
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

官
民
が
注
い
だ

情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

中
心
市
街
地
で
は
、
行
政
が
進
め
て

き
た
街
並
み
の
整
備
事
業
と
と
も
に
、

商
業
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
金
融
機
関
、
病

院
な
ど
の
民
間
施
設
の
整
備
も
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
民
間
企
業
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
支
援
す
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
に

は
、
官
と
民
に
よ
る
多
く
の
情
熱
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
な
お
、
商
業
や
医
療
・
福
祉
、
交

通
、
行
政
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
す

る
帯
広
市
の
中
心
市
街
地
は
、
人
々
が

集
い
、
活
動
す
る「
都
市
の
顔
」と
し
て
、

地
域
経
済
や
ま
ち
の
発
展
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　まちの利便性やにぎわいが集積する「中心市街地」は、
まちの活力を象徴する都市の顔です。
　今、魅力あふれる都市の顔づくりは、新たなステー
ジを迎えています。

魅力あふれる
　「都市の顔」づくり

問い合わせ 商業まちづくり課（市庁舎７階、☎65・4164）

画像：北海道開発局提供

時
代
と
と
も
に

変
わ
る
ま
ち
な
か

　駅前やまちなかなど、利便性
の高い土地を共同化・高度利用
することで、にぎわいと活力を
生み出すための方策です。
　本市はこれまで、ふじまるビ
ルや開広団地の再開発事業を
支援してきました。（①・②）

再開発事業とは

とかちプラザ
子どもから大人まで、市民の生
涯学習や交流の場。

平成
７年

帯広駅北地下駐車場
駅前北交通広場
とかちマルシェや冬のイルミネー
ションなど、観光拠点にも活用。

平成
11年

新図書館
約 54 万冊の資料や視聴覚資料な
どを所蔵。おはなし会や映画会
などの各種イベントも開催。

平成
18年

鉄道高架・新駅
線路で南北に分断されていた中心
部を、一体的に開発。

平成
８年

帯
広
市
で
初
め
て
の
再
開
発

事
業
。

ふじまるビル

昭和
57年再開発事業①

帯広民衆駅
ホテルとデパートを併設し、多く
の人でにぎわった駅ビル。

昭和
41年

広小路アーケード（改修）
道東地区唯一の全蓋式アーケー
ド。

平成
23年

開広団地
共同住宅や商業施設などの複合
施設。（西７南６〜西８南７）

平成
27年再開発事業②

中央公園（再整備完了予定）
多世代が集う憩いの場に。

平成
30年

駅前新バスターミナル
「おびくる」

バスの待合所の機能に加え、十
勝のアウトドア観光のＰＲ拠点に。

平成
30年

画像：北海道開発局提供

帯広第２地方合同庁舎（完成予定）
開発建設部、財務事務所、税務
署の庁舎を集約化。防災拠点とし
ての機能も拡充。（西４南８）

平成
30年
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20
年
に
わ
た
る
機
会
損
失
と

新
し
い
動
き

　

か
つ
て
中
心
市
街
地
へ
の
集
客
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
旧
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ビ
ル
は
郊
外
に
移
転
し
、
平

成
10
年
か
ら
空
き
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ビ
ル
の
所
有
者
な
ど
に
よ

り
再
生
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ち
の
活
力
の
象
徴
で
も
あ
る
中
心

市
街
地
の
一
角
が
、
約
20
年
に
わ
た
り

利
用
さ
れ
ず
、
に
ぎ
わ
い
は
も
と
よ
り
、

経
済
活
動
や
そ
れ
に
伴
う
税
収
確
保
な

ど
の
機
会
が
失
わ
れ
、
ま
ち
の
大
き
な

損
失
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

再
開
発
事
業
で
期
待
で
き
る
こ
と

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
に
民
間
事

業
者
か
ら
、
旧
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ビ

ル
周
辺
の
地
区
を
含
む
再
開
発
事
業
を

進
め
る
計
画
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た

め
、
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、

事
業
の
実
施
に
必
要
な
都
市
計
画
決
定

や
、
地
権
者
の
合
意
、
事
業
の
施
行
認

可
と
い
っ
た
手
続
き
や
議
会
に
よ
る
議

決
を
経
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
り
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
居
住
人
口
の
増

加
や
周
辺
店
舗
な
ど
の
収
益
の
拡
大
、

固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
増
加
や
さ
ら

な
る
民
間
投
資
の
呼
び
水
と
な
る
な
ど
、

経
済
波
及
効
果
や
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

し
、
都
市
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
の
顔

　

帯
広
市
は
民
間
調
査
会
社
が
実
施
し

て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
、
道
内
で
第
２
位
の
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
動
き
を
見
て
も
、
東
京
圏
や

札
幌
市
へ
の
転
出
は
多
い
も
の
の
、
十

勝
管
内
や
釧
路
管
内
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
か
ら
の
転
入
が
多
い
状
況
で
あ
り
、

東
北
海
道
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
存
在

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

中
心
市
街
地
で
は
現
在
、
帯
広
駅
前

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
て
替
え
や
、
西

３
・
９
周
辺
地
区
の
再
開
発
事
業
、
さ

〇施行地区　西３条南９丁目、西４条南９丁目、
　　　　　　西４条南８丁目
〇事業期間　平成 29 〜32 年度
〇総事業費　約 103.6 億円
〇補助金額　約52.8億円（国約26.4億円、市約26.4億円）
　　　　　　※補助金は、国の規定に基づき算出
〇施  行  者　アルファコート帯広西３・９地区開発
〇建　    物　店舗・事務所・駐車場棟（店舗３階、事務
　　　　　　所東側５階・西側７階、駐車場約 200 台）、

分譲マンション棟（19 階 149 戸）、自走式
駐車場棟（約 300 台）

再開発事業によって
どんな効果が
生まれるの？

市が補助する26.4 億円の
支払いはどうするの？

店舗棟に入るお店は？

建設工事による経済効果や
新たな雇用の創出、中心市

街地の居住者や歩行者の増加に
伴う、消費や税収の増加など、ま
ちのにぎわいや地域経済の好循
環が期待されています。

9割は借入金※を借入し、残りは施行地区内
の市所有の旧中央・中央第二駐車場の土地・

建物を処分して得た収入を充てます。借入金は20
年かけて、年間１億円程度を負担（返済）します。

スポーツクラブとコンビニエ
ンスストアが入居予定で、

他の業態も現在検討中です。なお、
店舗棟には、バス待ち合いスペー
スが併設される予定です。

まちなかでは、おびひろ平原まつりやとかちマルシェなどのイベントをはじめ、行政と民間企業、
団体が連携しながらさまざまな取り組みが行われています。中でも、今年で13回目を迎えるオビ
ヒロホコテンは、市民グループや団体をはじめ、運営ボランティアや訪れる人たちなど、さまざま
な人たちが関わりながら、まちなかのにぎわいを生み出しています。

※借入金には、国より地方交付税として、５億 3000万円
程度措置される見込みとなっています。

「西３・９周辺地区（旧イトーヨーカドービル跡）」再開発事業③

Q

Q
Q

A

A
A

・建設工事などによる経済波及効果 ……… 約 192 億円
　　市では、地元への波及効果をより高めるため、
　　工事発注について地元企業への配慮を行うよう
　　施行者に求めています。
・新たな雇用…………………………………… 約 1580 人
　（北海道の「経済波及効果分析ツール」に基づく試算）

・中心市街地の居住者数 ……………… 300 人程度増加
・増加居住者による消費 ……………… 年間５億円程度
・歩行者通行量 ………… １日当たり 1000 人程度増加
・固定資産税………………………… 年間 5000 万円程度
　（市内における類似する構造、用途の建築物の評価および隣接す
　 る路線価を参考に、再開発地区における 20年間の平均額として
　 都市計画税を含めて試算）

完成イメージ

「市民がつくり、市民が楽しみ、市民が支える」中心市
街地を元気にする取り組み。

６月 17 日〜９月９日の毎週
日 曜 日（ ８ 月 12 日 を 除 く ）、
全 12 回、11 時〜 16 時

◆参加者募集中
日曜日にはホコテンでまちなかのひとときを楽しんでみませんか。
イベントや体験コーナー、運営ボランティアでの参加も歓迎です。

◆問い合わせ先
ホコテン事務局（西１南８、広小路３区北側）
電話・ＦＡＸ   23・4510（平日、13 時〜17 時）
Ｅメール   offi  ce@hokoten.net

平原通り（西２南８・９）
広小路（南８丁目線、西１〜２条）

まちなか歩行者天国
（来場者数 11.3万人）

オビヒロホコテン2018
開催
日時

場所

高齢者がまちなかに
出掛け、運動や文化
活動などを通じて、さまざまな人と交流する施設。

駅周辺で開催される十
勝最大の食と音楽のイ
ベント。

みこしや平原太鼓、盆踊
りなどで盛り上がる、十
勝最大級の夏祭り。

高齢者いきいき
ふれあい館

「まちなか」
（西2南6）
（利用者数 １万人）

とかちマルシェ
（来場者数 9.8万人）

おびひろ平原まつり
（来場者数 20.1万人）

人々が生み出す
まちのにぎわい

ら
に
は
国
の
帯
広
第
２
地
方
合
同
庁
舎

の
建
設
な
ど
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

都
市
機
能
の
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
、
中
心
市
街
地
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
、

観
光
な
ど
で
訪
れ
る
人
に
も
誇
る
こ
と

が
で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る「
都
市
の
顔
」

と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。




